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論文題目 

臨地実習指導における看護系大学教員の連携遂行行動に関する研究 

 

１．はじめに 

 看護基礎教育において、看護実践能力を育成するために必要不可欠な臨地実習では、看護師教

育を実施する機関の急速な増加に伴う実習施設の確保や、実習指導における看護系大学教員（以

下教員とする）と臨地実習指導者（以下実習指導者とする）との連携の在り方など、新たに臨地

実習の指導体制に問題を生じさせている。 

また、臨地実習指導（以下実習指導とする）に関する先行研究では、教員と実習指導者との連

携不足が指摘され、両者の連携・協力体制を教員がいかに構築できるかが重要であると述べられ

ている。しかしながら、両者の連携に際して、教員の側に期待される連携遂行するための行動（連

携遂行行動とする）を構成する要件、さらには連携遂行行動に関連性を示す要因に注目した研究

はほとんど見当たらない。そこで、本研究では、実習指導における教員の教育力の向上に資する

ことをねらいとして、実習指導における教員の『教師効力』と『連携遂行行動』の関連性につい

て明らかにすることを目的とした。 

 

2．方法 

本研究の目的を達成するために、『教師効力』が『連携遂行行動』に関連すると仮定した演繹

的仮説（因果関係モデル）を構築し検証することとした。 

〔研究 1〕実習指導における教員の『教師効力』を測定するための尺度を作成し、妥当性と信頼

性の検討を行った。 

〔研究 2〕『連携遂行行動』を測定するための尺度を作成し、妥当性と信頼性の検討を行った。 

なお、研究 1と研究 2の尺度開発に用いた分析方法には、多分相関係数の算出、探索的因子分

析、構成概念妥当性の検討を確認的因子分析、信頼性の検討はω信頼性係数を用い、モデルのデ

ータへの適合性の判定には CFI と RMSEA を採用した。 

〔研究 3〕『教師効力』を独立変数、『連携遂行行動』を従属変数として構造方程式モデリングを

用いてモデルのデータに対する適合性と変数間の関連性を検討した。また、統制変数「年齢、性

別、職位、看護職経験年数、教員経験年数、および付設する実習施設の有無」を因果関係モデル

に投入し検討した。モデルのデータへの適合性の判定には CFI と RMSEA を採用した。 

 

 



3．結果 

〔研究 1〕実習指導における教員の『教師効力』では、【カンファレンスを進める自信】【実習指

導を行う自信】【学生を尊重する自信】【看護実践ができる自信】の 4 因子を第一次因子、『教師

効力』を第二次因子とする 4 因子二次因子モデルのデータへの適合度はχ2(df) = 224.302(86)、

CFI = 0.967、RMSEA = 0.062 であり、統計学的に許容範囲にあった。また、ω信頼性係数=0.884

と良好であり、統計学的に支持され、『教師効力測定尺度』を開発することができた。 

〔研究 2〕『連携遂行行動』では、【実習指導者との情報共有】【学生の看護実践への支援】【実習

指導者との関係づくり】【実習指導者以外の看護師や主治医との調整】の 4 因子を第一次因子、

『連携遂行行動』を第二次因子とする 4 因子二次因子モデルのデータへの適合度は χ2(df)  

=346.321(166)、CFI = 0.973、RMSEA = 0.052、ω信頼性係数=0.899 であり、4 因子二次因子

モデルの構成概念妥当性と信頼性が統計的に支持され、教員の実習指導における『連携遂行行動

測定尺度』を開発することができた。 

〔研究 3〕『教師効力』と『連携遂行行動』の関連性を、『教師効力』を独立変数、『連携遂行行動』

を従属変数とした因果関係モデルを仮定し、構造方程式モデリングを用いてモデルのデータに対

する適合性と変数間の関連性を検討した。その結果、分析モデルのデータに対する適合度は、

χ2(df) = 1234.508(749)、CFI = 0.959、RMSEA = 0.041 であった。因果関係モデルのデータに

対する適合度は概ね許容できる範囲にあり、『教師効力』と『連携遂行行動』との間に正の関連

性（パス係数：0.680）を示すことが明らかとなり、『教師効力』と『連携遂行行動』との因果関

係を検証することができた。なお、モデルにおける『教師効力』の『連携遂行行動』に対する説

明率は 47.0％であった。 

 

4．考察  

実習指導に必要な教員の『連携遂行行動』を促進するためには、教員の『教師効力』を高める

ことが重要であることが明らかとなった。また、教師効力測定尺度および連携遂行行動測定尺度

の活用は、教員と実習指導者との連携遂行を行動化するための方向性を示す指針となることが示

唆された。 

さらに、本研究で開発された尺度は、教員自身の実習指導における自己評価や、実習指導にお

ける教員の連携遂行行動の可視化を可能にした。このことにより、教員は実習指導における連携

遂行に関する目標を明確にすることができ、実習指導者と実習指導の目標を共有することが可能

となり、連携遂行行動の円滑化に役立つことが示された。そして、実習指導に携わる教員の教師

効力を高め、実習指導者との前向きな連携遂行を行動化することは、結果として効果的な実習指

導になることが示唆された。 
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